
がんばるＮＰＯ法人を紹介します！

特定非営利活動法人アグリサポート深谷（鈴木 紀安代表理事）は、野菜づくりをやってみたいという
方を対象に、アグリカレッジ（市民農業大学）を開いて野菜づくりの基礎を教えるなど、農家の手助け
となる援農者の育成を目的に行っている団体です。

当法人では農地の遊休化が進む深谷市農業の状況を打開すべく、平成23年に法人化して以降、地域農
業の理解と保全ため、「野菜づくり体験教室」や「深谷市アグリカレッジ」といった事業を行っていま
す。
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アグリサポート深谷では、令和元年から毎年「深谷市ア
グリカレッジ」を開講しています。受講生は全10回の講座
を通して、野菜づくりの基礎知識や技術を学ぶことができ
ます。今回は第7回の秋野菜苗等の植付を見学させて頂き、
畑の畝にビニールマルチを被せ苗を植え付ける農作業など
が行われました。受講生が夏から育ててきた野菜は既に収
穫期を迎え、畑では立派に実るトマトやピーマンを見るこ
とができました。
コロナの影響により、講座を行なっていた公民館が使え

なくなった時期は、畑で講義を継続して行っていたそうで
す。

特定非営利活動法人アグリサポート深谷（深谷市）

記事作成者:立正大学社会福祉学部３年山本 祐輝

彩の国 埼玉県

農作業の現場を取材させて頂き、ありがとうございました。炎天下にもかかわらず
真剣に農作業を学ぶ受講生や指導にあたる鈴木代表の姿を見ているだけで、皆様の活
動に込める誠実さが伝わってきました。また、アグリサポート深谷ではその講座の卒
業生が指導に来てくださることもあるそうです。既に、この活動を通じて好循環が始
まっていると感じました。
遊休農地の問題は深谷市だけではなく全国の農地が直面する問題となっています。鈴
木代表のお話を聞いて、このような都市部では気付きにくい問題を改善してくために
は、今回の取材も含め社会へ繰り返し発信して関心を集めていくことが、今の自分に
できる支援の1つではないかと思いました。

記事（過去分すべて）は
こちらからご覧いただけ
ます。
（「くまがやねっとNPO・
ボランティアコーナー」）

埼玉県マスコット
コバトン

今後の活動については、「深谷市アグリカレッジ」を継続
し、深谷市農業の理解と保全に努めていきたいとのことでし
た。現在はスタッフや予算の関係で事業拡大は考えていない
とのことですが、要望等があれば、学校での農業教室や学生
ボランティア等の受け入れも検討してみたいとのこと。アグ
リサポート深谷の新しい一面を見ることができるようになる
かもしれません。

◇農業教室とコロナ禍の影響

◇今後の展開

◇取材を終えて


